風暑し　　　

　　　　　　　　　　高野　獨源
平成二十二年七月二十四日

　

梅雨明けて月はまあるく風暑し
八月四日
　外暑しクーラーきいた部屋の中
八月八日

　蝉が鳴きツリーは四百八メートル
八月九日

　夕暮れの林に響く蝉しぐれ
八月十一日

　水色と白の二色で夏の空

　夏の富士白い雲海青い空
八月二十一日

　白神のブナの林に夏の雨
　砂利の道車で延々五十キロ

　恐山黄色い水に野のトンボ
八月二十三日

　暑い夜満月浮かぶ高い空
八月二十六日

　虫が鳴き夏の暑さはまだ続く
　深川の水を浴びたし夏祭り
九月二十六日

　　運動会終わって床で運動会　
夜涼し『ズッコケ』読んで寝る真理子
　　
　　　　　　　　　　　　　　　自二〇一〇（平成二十二）年七月二十四日
                                　　至二〇一〇（平成二十二）年九月二十六日
初版発行　二〇一〇年九月二十六日  
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